
近世の万葉歌碑 （２８基） 

番号 出典 所在地 建碑年 

①   万葉集 巻 18-4097 宮城県白石市 安政 2(1855)年 

②   万葉集 巻 17-3952 新潟県三条市 明和元(1764)年 

③   万葉集 巻 14-3428 福島県二本松市 天保 6(1835)年 

④   万葉集 巻 12-2863 長野県飯山市 不詳(天保 6(1835)
年以前) 

⑤   万葉集 巻 20-4402 長野県埴科郡坂城町 文政 8(1825)年 

⑥   万葉集 巻 14-3494 群馬県渋川市 万延元(1860)年 

⑦   万葉集 巻 14-3540 群馬県吾妻郡中之条町 江戸末期 

⑧   万葉集 巻 14-3420 群馬県高崎市 文政 10(1827)年 

⑨   万葉集 巻 14-3362(或本 ) 
万葉集 巻 20-4414 

埼玉県秩父市 文化 2(1805)年再建 
平成 7(1995)年移碑 

⑩   万葉集 巻 9-1744  
万葉集 巻 9-1745 

埼玉県児玉郡美里町 弘化 2(1845)年 

⑪   万葉集 巻 9-1744 埼玉県さいたま市 天保 6(1835)年 

⑫   万葉集 巻 9-1744  
万葉集 巻 14-3380 

埼玉県行田市 宝暦 3(1753)年 

⑬   万葉集 巻 9-1744 埼玉県行田市 元禄 10(1697)年 

⑭   万葉集 巻 14-3380 埼玉県行田市 元禄 10(1697)年 

⑮   万葉集 巻 8-1537  
万葉集 巻 8-1538 

東京都墨田区 文政 4(1821)年 

⑯   万葉集 巻 19-4159 富山県高岡市 安政 5(1858)年 

⑰   万葉集 巻 19-4249 富山県富山市 嘉永 6(1853)年 

⑱   万葉集 巻 6-1034  
万葉集 巻 6-1035 

岐阜県養老郡養老町 江戸末期(推定) 

⑲   万葉集 巻 13-3242 岐阜県可児市 江戸中期(享保年間
説) 

⑳   万葉集 巻 7-1163 愛知県東海市 文化 15(1818)年 

㉑ 万葉集 巻 1-81 三重県鈴鹿市 慶応 3(1867)年 

㉒ 万葉集 巻 11-2747 滋賀県長浜市 文政 11(1828)年 

㉓ 万葉集 巻 7-1367 大阪府堺市 天明 3(1783)年 

㉔ 万葉集 巻 9-1802 兵庫県神戸市 天保 3(1832)年 

㉕ 万葉集 巻 3-388 兵庫県淡路市 嘉永 7(1854)年 

㉖ 万葉集 巻 15-3621 山口県大島郡周防大島町 天保 9(1838)年 

㉗ 万葉集 巻 5-813  
万葉集 巻 5-814 

福岡県糸島市 安政 6(1859)年 

㉘ 万葉集 巻 5-813 
万葉集 巻 5-814 

長崎県長崎市 文久元(1861)年 
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